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※お知らせ
公職選挙法では、議員等は「選挙区内にある者に対し、いかなる名義をもってするを問わず、寄附をしてはならない。」とされていることから、東金市議会では、虚礼
廃止を徹底すべく申し合わせています。

東
金
市
重
度
心
身
障
害
者

の
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
制
定

【
第
２
号
議
案
】

　
千
葉
県
の
重
度
心
身
障
害

者（
児
）医
療
給
付
改
善
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
が
改
正

さ
れ
、平
成
27
年
８
月
１
日

よ
り
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、関
係
規
定
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
図
る
た
め
、「
東
金

市
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
助
成
に
関
す
る
条
例
」の

制
定
に
つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

　
（
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

東
金
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

　
　
　

【
第
３
号
議
案
】

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
、平

成
27
年
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、関
係
規

定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

図
る
た
め
、「
東
金
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」の
制
定
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。　　
　

　
（
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

東
金
市
営
住
宅
設
置
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　

【
第
４
号
議
案
】

　
福
島
復
興
再
生
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、平
成
27
年
５
月

７
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、関
係
規
定
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
図
る
た

め
、「
東
金
市
営
住
宅
設
置

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」の
制
定
に
つ
い

て
、議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。　

　
（
原
案
可
決・全
員
賛
成
）

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
に
つ
い
て
・
平
成
27
年

度
東
金
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）　
　
　

　

    

【
第
１
号
議
案
】

 

既
定
の
予
算
額
２
１
７
億

４
千
万
円
に
増
減
を
加
え

ず
、予
備
費
を
調
整
す
る
補

正
を
専
決
処
分
に
よ
り
行

っ
た
の
で
、議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
。　

　
（
原
案
承
認・全
員
賛
成
）

平
成
27
年
度
東
金
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
　
　

【
第
６
号
議
案
】

　
既
定
の
予
算
額
２
１
７
億

４
千
万
円
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
５
１
万
８
千
円

を
追
加
し
、予
算
の
総
額
を

２
１
８
億
４
，６
５
１
万
８
千

円
と
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

　
（
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

蟻友会

佐久間治行

発　

議　

案

改
正
す
る
条
例

和
解
に
つ
い
て　
　
　

　
　

 

【
第
５
号
議
案
】

　

千
葉
地
方
裁
判
所
平
成

24
年(

ワ)

第
５
９
３
号
損

害
賠
償
請
求
事
件（
大
豆
谷

地
先
小
規
模
埋
立
て
に
係

る
損
害
賠
償
請
求
事
件
）に

関
し
、市
が
原
告
に
支
払
っ

た
金
員
に
つ
い
て
、連
帯
し

て
支
払
い
義
務
の
あ
る
相
手

方
ら
に
対
し
求
償
し
た
結

果
、和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

　
（
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦 

 
 

　

 
 
 

【
第
７
号
議
案
】

 

本
田
達
雄
氏
を
、人
権
擁
護

委
員
に
選
任
す
る
も
の
。

　
（
原
案
同
意・賛
成
多
数
）

「
国
に
お
け
る
平
成
28

年
度
教
育
予
算
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
」
採
択

に
関
す
る
請
願

 
 
 
 
 

【
請
願
第
６
号
】

請
願
者　

千
葉
市
中
央
区
中
央
４-

13-

10　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

育
ち
と
学
び
を
支
援
す

る
教
育
関
係
団
体
千
葉

県
連
絡
会　
会
長　

関
山　
邦
宏　
（
採
択
）

「
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書
」
採
択
に
関

す
る
請
願

 
 
 
 
 

【
請
願
第
７
号
】

請
願
者　

千
葉
市
中
央
区
中
央
４-

13-

10　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

育
ち
と
学
び
を
支
援
す

る
教
育
関
係
団
体
千
葉

県
連
絡
会　
会
長　

関
山　
邦
宏　
（
採
択
）

国
に
お
け
る
平
成
28
年

度
教
育
予
算
拡
充
に
関

す
る
意
見
書

【
発
議
案
第
１
号
】

　
（
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書　
　
　

    

【
発
議
案
第
２
号
】

　
（
原
案
可
決・全
員
賛
成
）

追  

加  

議  

新
し
い
条
例そ

の

他

平成27年
第2回

東金市議会定例会

　

平
成
27
年
第
２
回
東
金
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
の

16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
６
議
案
と
追
加
議
案
１
件
、
議
員
提
出
の
発
議

案
２
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
程
さ
れ
た
請
願
２
件
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
代
表
質
問
を
２
名
、
関
連
質
問
を
３
名
、
個
人
質
問
を
10
名

が
一
問
一
答
方
式
で
行
い
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
金
市
重
度
心
身
障
害
者
の

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

７
議
案
を
可
決

議
案
の
概
要

補 

正 

予 

算

　

請　

願

　７月８日、山武市の「のぎくプラザ」において、山武郡市議会議員
研修会が開催され、帝京大学法学部名誉教授　志方 俊之氏によ
る「大丈夫か、わが国の危機管理」についての講演が行われました。

山
武
郡
市
議
会
議
員
研
修
会
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※紙面の都合上、一般質問の一部について要旨を掲載しています。詳細については、図書館・中央公民館及び市役所情報公開コーナーにて「会議録」の閲覧、
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市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

２２

教
育
行
政

学
校
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
つ
い
て

問　
東
金
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

環
境
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
現
状
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

答 

東
金
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環

境
整
備
の
現
状
に
つ
い
て
は
、市

内
小
中
学
校
の
各
教
室
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、既
存
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
に
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
す
る
こ

と
で
接
続
を
行
っ
て
い
る
。将
来

的
に
は
各
教
室
に
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
整
備
し
た
り
、液
晶
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
の
台
数
を
増
や
し
た
り
す

る
な
ど
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手

軽
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。今
後
、

関
係
部
局
と
も
連
携
・
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ

い
て
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
後
２

年
間
、５０
回
訪
問
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、一
回
の
訪
問
で
４
時
間

程
度
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
環
境
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。具
体
的
な
支

援
内
容
と
し
て
は
、教
職
員
へ
の

研
修
、機
器
操
作
の
補
助
等
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。今
年
度

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
る
予
定

の
５
校
に
つ
い
て
も
同
様
の
配
置

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

医
療
行
政

医
療
行
政

東
千
葉
Ｍ
Ｃ
の

平
成
26
、
27
年
度
の

運
営
課
題
に
つ
い
て

東
千
葉
Ｍ
Ｃ
へ
の
県
の

支
援
と
「
院
内
助
産
所
」

設
置
で
医
療
の
充
実
を

問  

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、経
営
的
観
点

か
ら
設
立
団
体
と
し
て
ど
の

よ
う
な
も
の
を
求
め
て
き
た

の
か
。支
援
の
制
約
条
件
な
ど

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

ま
た
、平
成
26
年
度
の
経
営
結

果
を
踏
ま
え
た
医
療
セ
ン
タ

ー
経
営
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

法
人
の
業
務
運
営
に
対
し
て

求
め
て
い
る
こ
と
は
、設
立
団
体

か
ら
指
示
を
し
て
い
る
中
期
目

標
や
、そ
れ
を
受
け
て
法
人
が
策

定
し
た
中
期
計
画
に
沿
っ
た
形

で
の
業
務
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
あ
る
。法
人
に
対
す
る

支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
旧
国

保
成
東
病
院
へ
の
負
担
を
基
準

と
し
、開
院
後
10
年
間
の
市
町

の
実
質
的
な
負
担
を
26
億
５
千

万
円
を
基
準
と
し
て
考
え
て
い

る
。平
成
26
年
度
の
運
営
状
況

を
踏
ま
え
た
平
成
27
年
度
の
資

金
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
は
、九

十
九
里
町
と
協
議
し
、運
営
費

負
担
金
の
２
億
円
前
倒
し
と
基

金
か
ら
の
３
億
５
千
万
円
の
貸

し
付
け
等
を
行
い
平
成
27
年
度

は
こ
の
支
援
を
も
っ
て
法
人
が

業
務
運
営
に
あ
た
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
確
認
し
て
い
る
。

問 

平
成
27
年
度
末
の
資
金
収

支
見
通
し
で
は
、医
業
収
益
を

44
億
３
千
９
百
万
円
と
見
込
ん

で
い
る
が
、市
長
は「
現
実
に
は

往
々
に
し
て
達
成
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
」と
答
え
て
い
る
と

思
う
。市・町
か
ら
２
億
円
の
運

営
費
前
倒
し
、県
基
金
か
ら
３

億
５
千
万
円
の
借
入
、さ
ら
に

５
億
円
の
短
期
借
入
等
で
運
営

す
る
計
画
で
あ
る
が
、市・町
だ

け
で
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、

県
の
支
援
を
求
め
る
べ
き
で
あ

る
。ま
た
、院
内
助
産
所
設
置
を

提
案
す
る
が
、市
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

答 
県
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

は
、開
院
前
の
建
設
費
・
設
備
費

へ
の
補
助
金
、起
債
償
還
に
対
す

る
交
付
金
の
合
計
85
億
６
千
万

円
で
あ
る
。県
を
通
じ
て
、国
の

医
療
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

支
援
が
合
計
で
11
億
７
千
２
百

万
円
の
配
分
を
受
け
て
い
る
が
、

動
向
な
ど
状
況
も
そ
の
都
度
変

化
し
て
き
て
い
る
。必
要
な
財
政

支
援
に
つ
い
て
は
、今
後
も
県
に

要
請
し
て
い
く
。ま
た
、産
科
に

つ
い
て
は
、山
武
郡
市
内
の
医
師

会
と
の
連
携
、理
事
長
や
県
と

努
力
を
続
け
、院
内
産
院
の
開

院
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問 

東
千
葉
メ
ディ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
に
小
児
科
が
あ
る
こ
と
で
期

待
が
大
変
に
大
き
い
。夜
間
に
お

け
る
小
児
科
の
対
応
と
、産
婦
人

科
に
お
け
る
産
科
の
開
設
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

小
児
科
の
夜
間
等
の
時
間
外

外
来
は
月・木
曜
日
が
正
午
か
ら

午
後
11
時
ま
で
、火
・
水
・
金
曜

日
が
正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

日・祝
日
は
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
行
っ
て
い
る
。そ
れ
以
外
の

時
間
帯
及
び
土
曜
日
は
現
在
、

受
入
を
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
が
、水
・
金
曜
日
の
午
後
８
時

か
ら
午
後
11
時
ま
で
は
山
武
郡

市
夜
間
急
病
診
療
所
で
小
児
科

医
が
診
療
を
行
っ
て
お
り
、連
携

し
て
小
児
科
の
夜
間
等
の
診
療

に
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

産
科
医
に
つ
い
て
は
法
人
・
設
立

団
体
と
も
に
千
葉
県
の
協
力
を

い
た
だ
き
、様
々
な
ル
ー
ト
か
ら

確
保
に
向
け
て
鋭
意
努
力
を
し

て
き
て
い
る
。千
葉
大
医
学
部
や

他
の
大
学
病
院
ま
た
民
間
施
設

に
も
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
、

山
武
郡
市
医
師
会
を
は
じ
め
、熱

心
に
連
携
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。こ
れ
か
ら
も
医
師
確
保
に
向

け
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

日本共産党

櫻田あや子

教
育
行
政

幼
稚
園
及
び

小
・
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

問  

近
年
、以
前
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
厳
し
い
暑
さ
と

な
っ
て
お
り
、暑
い
日
の
教
室

は
32
度
に
な
っ
た
と
小
学
校
の

先
生
か
ら
聞
い
て
い
る
。扇
風

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
教
室
も

あ
る
が
、と
て
も
太
刀
打
ち
で

き
な
い
。子
ど
も
た
ち
が
授
業

に
集
中
す
る
た
め
に
は
、快
適

な
学
習
環
境
が
必
要
で
あ
り
、

熱
中
症
予
防
策
と
し
て
も
エ
ア

コ
ン
設
置
は
欠
か
せ
な
い
と
考

え
る
。そ
こ
で
エ
ア
コ
ン
の
設
置

状
況
と
今
後
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
は
、

現
在
、幼
稚
園
で
は
保
育
室
・
遊

戯
室
は
37
室
中
６
室
に
、小
・
中

学
校
で
は
特
別
室
１
３
８
室
中

28
室
で
あ
る
。エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
は
学
校
施
設
の
老
朽

化
対
策
と
並
行
し
て
対
応
を
考

え
て
い
る
が
、必
要
と
さ
れ
る
全

て
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

て
い
く
た
め
に
は
整
備
費
用
は

多
額
と
な
る
。限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、国
の
補
助
金
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
老
朽
化
対
策
事
業

な
ど
と
優
先
順
位
を
考
慮
し
た

上
で
今
後
、第
４
期
基
本
計
画
の

策
定
に
合
わ
せ
て
年
次
計
画
を

作
成
し
、計
画
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

東
千
葉
Ｍ
Ｃ
に
係
る
、

資
金
収
支
及
び
中
期
計
画
は

東
千
葉
Ｍ
Ｃ
の

小
児
科
・
産
婦
人
科
の

今
後
の
見
通
し
は

日本共産党

前田京子

問 

平
成
26
年
度
が
終
了
し
、東

千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が

自
ら
稼
い
だ
医
業
収
益
以
外
の

収
入
は
何
か
、自
己
収
入
で
は

足
り
な
い
資
金
不
足
の
調
達
方

法
に
つ
い
て
、借
入
金
、負
担
金

等
の
金
額
は
。繰
入
金
の
上
限

を
決
め
た
際
に
、九
十
九
里
町

と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ
た

の
か
、両
市
町
で
上
限
を
設
定

し
た
の
か
伺
う
。

答 

市
町
か
ら
の
運
営
費
負
担

金
と
し
て
運
営
費
分
が
６
億
８

９
６
４
万
２
千
円
、起
債
元
利

償
還
分
が
１
億
９
１
２
万
９

千
円
、長
期
借
入
金
の
市
町
基

金
分
が
６
億
円
、医
療
機
器
購

入
に
伴
う
病
院
事
業
債
が
３

億
円
、短
期
借
入
金
が
３
億
５

千
万
円
の
合
計
20
億
４
８
７
７

万
１
千
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。

負
担
金
の
額
に
つ
い
て
は
、第
２

期
中
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
、平
成
25
年
８
月
に
法
人
か

ら
の
説
明
を
受
け
、本
市
と
九

十
九
里
町
で
複
数
回
の
協
議
を

行
っ
て
お
り
、旧
組
合
立
国
保

成
東
病
院
へ
の
負
担
で
あ
る
、

10
年
間
で
26
億
５
千
万
円
を

基
準
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
定

め
た
も
の
。

教
育
行
政

東嶺会

小倉治夫

学
校
司
書
に
つ
い
て

東
金
市
の
考
え
方
と

配
置
見
通
し
は

問 

昨
年
度
、市
議
会
定
例
会
で

学
校
司
書
の
必
要
性
に
つ
い
て

伺
っ
た
。そ
の
後
の
配
置
に
つ
い

て
の
進
捗
状
況
と
東
金
市
の
考

え
方
を
伺
う
。

答 

本
市
で
は
、12
学
級
以
上
の

学
校
に
司
書
教
諭
が
配
置
さ
れ
、

一
段
と
読
書
教
育
が
充
実
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
の
具
体

例
は
、ど
の
小
・
中
学
校
で
も
朝

の
読
書
時
間
が
固
定
さ
れ
、計
画

的
に
熱
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。そ
の
代
表
校
と
し

て
市
立
東
小
学
校
が
あ
る
。こ
こ

に
は
保
護
者
の
読
書
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
、本
年
４
月
に
文
部
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。こ

れ
を
契
機
に
東
金
市
内
の
全
校

に
読
書
教
育
に
対
す
る
、機
運
が

高
ま
っ
て
き
た
と
捉
え
て
い
る
。

学
校
司
書
の
各
学
校
へ
の
配
置

で
あ
る
が
、改
正
図
書
館
法
で
は

図
書
館
の
冊
数
を
多
く
す
る
こ

と
と
学
校
司
書
の
配
置
が
努
力

義
務
と
な
っ
た
。各
学
校
の
校
長

会
等
を
通
じ
て
幅
広
く
学
校
図

書
館
の
整
備
・
充
実
に
向
け
て
の

ご
意
見
や
要
望
を
聴
取
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、改
正
法
の
趣
旨
を

十
分
活
か
し
、学
校
司
書
の
配
置

実
現
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
る
。

公明党

上野髙志

公明党

中丸悦子

東嶺会

斉藤範吉

医
療
行
政

医
療
行
政

議会選出各種委員及び一部事務組合・広域連合議会議員表

（平成２７年４月１５日現在）

名名 称称 定定数数 氏氏 名名

山 武 郡 市 広 域 行 政 組 合 議 会 議 員 ２２ 塚瀬 一夫 宍倉 敬文夫

山 武 郡 市 広 域 水 道 企 業 団 議 会 議 員 １１ 塚瀬 一夫

東 金 市 外 三 市 町 清 掃 組 合 議 会 議 員 ３３ 土肥 紀英 渡邉 直樹 宮山 博

千葉県後期高齢者医療広域連合議会議員 １１ 塚瀬 一夫

東 金 市 監 査 委 員 １１ 石﨑 公一

東東 金金 市市 農農 業業 委委 員員 ２２ 清清宮宮 利利男男 石石渡渡 徹徹男男

東 金 市 社 会 教 育 委 員 １１ 小倉 治夫

九 十 九 里 地 域 水 道 企 業 団 理 事 １１ 塚瀬 一夫

東金市国民健康保険運営協議会委員 ３３ 上野 髙志 佐久間 治行 櫻田 あや子

東 金 市 ガ ス 事 業 運 営 委 員 会 委 員 １１００

土肥 紀英 坂本 賀一 上野 髙志

佐久間 治行 清宮 利男 前田 京子子

佐竹 真知子 石田 明 小倉 治夫宮

宮山 博

山武郡市広域水道企業団水道事業運営委

員会委員
１１ 斉藤 範吉

地方独立行政法人東金九十九里地域医療

センター評価委員会委員
１１ 中丸 悦子

任期：平成２５年４月１日～平成２９年３月３１日

議　長　　塚瀬　一夫　（平成２７年４月１５日就任）

副議長　 宍倉　敬文　（平成２７年４月１５日就任）

№ 氏　　名 会　派 党　　　派 常任委員会

　ど　　い　　のり　ひで

土　肥　紀　英
陵　志　会 自由民主党 文教厚生

さか　 もと　 よし　かず

坂　本　 賀　一
蒼　政　会 自由民主党 総　　  務

うえ　 の　  たか　　し

上　野　髙　志 公　明　党 公　明　党 文教厚生

あい　きょう　くに　ひこ

相　京　邦　彦
東　嶺　会 無　所　属 文教厚生

　さ　 く　 ま   はる　ゆき

佐久間　治　行
蟻　友　会 無　所　属 文教厚生

さくら　だ 　　　　　　 こ

櫻　田　あや子
日本共産党 日本共産党 文教厚生

まえ　じま　　り 　　 な

前　嶋　里　奈
蒼　政　会 自由民主党 文教厚生

せい　みや    とし    お

清　宮　 利　男
東金みらい 無　所　属 建設経済

さい　とう 　 のり　 よし

斉　藤　 範　吉
東　嶺　会 無　所　属 総　　  務

まえ 　だ　　きょう　 こ

前　田　 京　子
日本共産党 日本共産党 建設経済

さ　　たけ　　ま　ち　こ

佐　竹　真知子
公　明　党 公　明　党 建設経済

  いし 　だ　　　　　あきら

石　田 　　　明
陵　志　会 無　所　属 建設経済

お  　ぐら　　はる　 お

小　倉　 治　夫
東　嶺　会 無　所　属 建設経済

 しし　 くら　　ひろ　ふみ

宍　倉 　敬　文
陵　志　会 無　所　属 建設経済

つか 　せ 　　かず　お

塚　瀬 　一　夫
東金みらい 無　所　属 総　　  務

わた　なべ   なお　  き

渡　邉 　直　樹
東金みらい 無　所　属 文教厚生

なか　まる    えつ 　こ

中　丸 　悦　子
公　明　党 公　明　党 総　　  務

いし　ざき　 こう　いち

石　﨑 　公　一
陵　志　会 無　所　属 総　　  務

いし　わた　　てつ　 お

石　渡 　徹　男
陵　志　会 無　所　属 総　　  務

みや　やま　　　　ひろし

宮　山 　　　博
蒼　政　会 自由民主党 建設経済

いま　ぜき　　まさ　 み

今　関 　正　美
蒼　政　会 自由民主党 総　　  務

東　金　市　議　会　議　員　名　簿　（議席順）

（平成２７年４月１５日現在）

欠　　員


